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図 2-2-1 事業実施想定区域の位置 

事業実施
想定区域 
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図 2-2-2 事業実施想定区域の位置（空中写真） 
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図 2-2-3 風力発電機の概略図 
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図 2-2-4 発電所の設備の配置計画 
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2-2-8 その他の事項 

【本事業の理念】 

・自然エネルギーのビジネスを通じて、地域社会へ貢献する。 

・自然と調和し、地域に住む人々が安心して暮らせる理想の地域づくりに貢献する。 

 

（1） 事業実施想定区域の設定根拠 

1.風況の机上検討（図 2-2-6、図 2-2-7参照） 

NEDOの局所風況マップにより、中泊町東部の山地一帯が年平均風速で 7.0m/s以上（地上

高 70m）の風速が得られると想定される地域であることを確認した。 

 

2.社会インフラ整備状況の確認（図 2-2-8参照） 

エリア周辺には機材の輸送等に利用可能な既存道路があることを確認した。なお、エリア

周辺には複数の林道が存在し、既存林道を活用することで道路新設による改変面積の縮減

が可能である。 

 

3.住居等の保全対象施設を除外（図 2-2-8参照） 

平野部と山地の境界付近にはいくつかの地区があり、市街地等の住居が集まる範囲を除

外した。 

 

4.自然環境法令等の規制区域への配慮（図 2-2-9、図 2-2-10参照） 

資料整理により、エリア周辺には、鳥獣保護区、保安林、自然公園地域、自然保全地域等

があることを確認し、検討対象エリアの絞り込みを行った。 

 

5.事業実施想定区域の設定 

以上の検討結果より、事業実施想定区域を設定した。 

図 2-2-5 事業実施想定区域の設定フロー 
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図 2-2-6 NEDO局所風況マップ（地上高 70m） 

 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：NEDO「局所風況マップ」（閲覧日：2025 年 12 月） 

図 2-2-7 風配図（地上高 70m） 
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図 2-2-8 社会インフラ整備状況 

 

※図中の線路は 2027年 4月 1日に 

廃止予定となっている。 
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図 2-2-9 重要な自然環境のまとまり 
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図 2-2-10 環境保全上留意が必要な場所 
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（2） 複数案を設定しない理由 
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（3） 近隣の風力発電事業との位置関係 

表 2-2-1 周辺の風力発電事業の状況 

No 区分 事業名称 事業者 事業場所 事業規模 

①  

稼働中 

中里風力発電所 中里風力合同会社 中泊町 
出力：36,000kW 

(3,600kW×13 基) 

②  
ミラースウィンドパ

ワー青森中泊発電所 

MIRARTH エナジーソ

リューションズ株

式会社 

中泊町 
出力：4,840kW 
(3,600kW×2 基) 

③  十三湖風力発電所 
津軽風力発電株式会
社 

五所川原市、中泊町 
出力：34,500kW 
(2,300kW×15 基) 

④  市浦風力発電所 
くろしお風力発電株
式会社 

五所川原市 
出力：15,440kW 
(1,930kW×8 基) 

⑤  
ウィンドファーム 
つがる 

グリーンパワーつが
る合同会社 

つがる市 
出力：121,600kW 
(3,200kW×38 基) 

⑥  準備書段階 
津軽洋上風力発電事
業 

つがるオフショアエ
ナジー合同会社 

つがる市、西津軽郡
鰺ヶ沢町の沿岸及び
沖合 

出力：最大 615,000kW 
(15,000kW 級×41 基) 

⑦  

方法書段階 

今別町山崎牧場風力
発電所 

今別風力開発株式会
社  

今別町 
出力：最大 64,500kW 
(4,300kW 級×最大 15
基) 

⑧  
今別ウィンドファー
ム事業 

今別ウィンドファー
ム合同会社 

今別町 
出力：最大 46,200kW 
(4,200kW 級×11 基) 

⑨  
つがる西洋上風力発
電事業 

日本風力開発株式会
社 

北津軽郡中泊町、五
所川原市、つがる市
及び西津軽郡鰺ヶ沢
町の沿岸域及び沖合 

出力： 
最大 1,000,000 kW 
(8,000kW級×最大 125
基もしくは 4,000kW級
×最大 250 基） 

⑩  
青森西北沖洋上風力
発電事業 

青森西北沖洋上風力
合同会社 

北津軽郡中泊町、五
所川原市、つがる市
及び西津軽郡鰺ヶ沢
町の沿岸域及び沖合 

出力：最大 500,000kW 
(4,000～9,500kW 程度 
最大 125 基(単機出力
4,000kW の場合)) 

⑪  
鯵ヶ沢洋上風力発電
事業 

青森西津軽洋上風力
発電合同会社 

西津軽郡鰺ヶ沢町前
面海域及びその周辺 

出力：最大 800,000kW 

⑫  市浦Ⅱ風力発電事業 ＨＳＥ株式会社 五所川原市 

出力：最大 68,160kW 
(現在稼働中の市浦風力発電

所の 8 基の建て替えを含

め、最大 16 基を予定) 

⑬  配慮書段階 
五所川原市浦・中泊
ウィンドファーム 
事業 

コスモエコパワー株式
会社 

青森県五所川原市及
び中泊町周辺 

出力：最大 150,000kW 
(4,000～5,000kW 程度 
最大 35 基) 

出典：環境省ホームページ「環境影響評価情報支援ネットワーク」(閲覧日：2026 年 3月) 

青森県ホームページ「アセス新着情報」(閲覧日：2026 年 3 月) 
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図 2-2-11 周辺の風力発電事業の状況
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第3章 事業実施想定区域及びその周囲の概況 

 

表 3-1(1) 主な地域特性 

環境要素の 

区分 
主な地域特性 

大気環境 事業実施想定区域周辺の気象については、市浦地域気象観測所の過去 10 年間の

観測結果によると、年平均気温は 11.1℃、年降水量は 1,505.7mm、年平均風速は

2.4m/s である。月別では、気温は 8 月が最も高く 1 月が最も低い。降水量は 8 月

が最多、4 月が最少となっている。風況は、冬季に風速がやや強く、秋季に弱まる

傾向がみられ、最多風向は北西であり、10 月～4 月は北西風、5 月～9 月は東風が

卓越する。 

事業実施想定区域に最も近い一般環境大気測定局は、南方向約 25km に位置する

五所川原第三中学校測定局である。同測定局における過去 5 年間の測定結果では、

二酸化窒素はすべての年度で環境基準に適合している。浮遊粒子状物質について

は短期的評価で基準に適合しない年度がみられるものの、長期的評価ではすべて

の年度で環境基準に適合している。また、微小粒子状物質については一部の年度

で日平均値が基準値を超過した日がみられるが、短期基準及び長期基準のいずれ

の評価においても環境基準に適合している。 

水環境 事業実施想定区域周辺の水象については、区域南西側を流れる岩木川水系に属

し、今泉川、昆布掛川及び薄市川などの流域に含まれている。岩木川は白神山地

を源とし津軽平野を流下して十三湖を経て日本海に至る一級河川であり、多くの

支川が流入している。 

事業実施想定区域及びその周辺では、岩木川下流及び十三湖、山田川において

公共用水域の水質調査が実施されており、5 地点で測定が行われている。各測定地

点における水質は、生活環境項目及び健康項目ともに概ね環境基準を達成してお

り、良好な状況にある。 

なお、山田川車力橋においては、生物化学的酸素要求量（BOD）の一部で環境基

準に適合しない項目がみられるものの、それ以外の項目については概ね良好な水

質が維持されている。 

その他の 

環境 

事業実施想定区域及びその周辺の土壌は、単色黒ボク土壌が大部分を占め、西

側の海岸沿いには砂丘未熟土壌が分布する。また、東側には褐色森林土壌やポド

ゾル化土壌等がみられる。 

地形は、ローム台地（上位・中位）及び大起伏丘陵地が広く分布し、西側には

海岸沿いに砂丘や自然堤防、砂州等が形成されている。重要な地形としては、日

本の典型地形に選定されている「吹越砂丘」があり、事業実施想定区域西側に位

置する。 

表層地質は、ローム質火山灰が広く分布し、東側には砂岩・シルト質砂岩や凝

灰質砂岩、安山岩質集塊岩が、西側には砂、泥、礫等が分布する。 
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表 3-1(2) 主な地域特性 

環境要素の 

区分 
主な地域特性 

動物、植物、 

生態系 

事業実施想定区域及びその周辺地域において、文献調査により生息情報が得ら

れた動物は、哺乳類 7 目 15 科 28 種、鳥類 16 目 45科 177 種、両生類 2 目 6 科 11

種、爬虫類 1 目 3 科 5 種、昆虫類等（昆虫類及びクモ類）13 目 169 科 944 種、魚

類 9 目 22 科 58 種、底生動物 25 目 61 科 113 種であった。これらのうち、重要な

種の選定基準に該当する種として抽出されたのは、哺乳類 8 種、鳥類 75 種、両生

類 4 種、爬虫類 0 種、昆虫類 45 種、魚類 15 種、底生動物 10 種であった。 

また、事業実施想定区域及びその周辺地域において、文献調査により生育情報

が得られた植物は 48 目 120 科 730 種であり、このうち重要な種の選定基準に該当

する種は 24 種であった。 

事業実施想定区域及びその周辺の植生は、ブナ二次林やブナ－ミズナラ群落等

の落葉広葉樹林及びスギ等の植林地が主体であり、牧草地や水田雑草群落等の人

為的植生もみられる。 

事業実施想定区域及びその周辺は、丘陵地、台地及び低地から構成され、各地

形に応じた生態系が形成されている。丘陵地及び台地には落葉広葉樹林や植林地

が分布し、草地や伐採跡地もみられる。一方、低地には水田や湿地が広がり、河

川沿いにはヨシ群落等の湿地植生が分布している。 

また、河川や湖沼等の水域を含め多様な環境が連続的に存在することから、多

様な動植物の生息・生育環境が形成されている。これらの自然環境は、樹林、湿

地及び水域等が組み合わさることで生態系としてのまとまりを有し、地域におけ

る生物多様性の維持に重要な役割を果たしている。 

景観及び人

と自然との

触れ合いの

活動の場 

事業実施想定区域及びその周辺の景観資源としては、非火山性孤峰、滝、湖沼

（十三湖等）、砂丘（屏風山砂丘）、砂洲、海成段丘などが分布し、多様な地形・自

然景観が形成されている。 

眺望地点としては、青函トンネル広場展望台、靄山、唐川城跡展望台、道の駅

十三湖高原展望台、芦野公園など、海岸・湖沼・山地・農地景観を俯瞰できる地

点が周辺に分布している。なお、事業実施想定区域内には主要な眺望地点は存在

しない。 

事業実施想定区域及びその周辺の「人と自然との触れ合いの活動の場」として

は、海水浴場（折腰内海水浴場、マリンパーク海水浴場）、湖沼・ため池を活用し

た公園（市浦大沼公園、十三湖中の島ブリッジパーク等）、森林体験施設や史跡公

園などがあり、散策、自然観察、レクリエーション、観光利用等に供されている。 

なお、これら主要な触れ合いの活動の場についても、事業実施想定区域内には

立地していない。 
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表 3-2(1) 関係法令による指定及び規制状況 

地域・地区等 

法令との関連の有無 

法令等 
事業実施 

想定区域 

周辺地域 

半径 2km 内 

土地利用計画に係わるもの 

都市地域 
都市地域 × × 

都市計画法 
市街化調整地域 × × 

農業地域 
農業地域 ○ ○ 

農業振興地域の整備に関する法律 
農用地区域 ○ ○ 

森林地域 

国有林 ○ ○ 

森林法 地域森林計画対象民有林 ○ ○ 

保安林 ○ ○ 

公害防止に係わるもの 

大気汚染 
環境基準 ○ ○ 環境基本法 

排出基準 ○ ○ 大気汚染防止法 

水質汚濁 

環境基準 
健康項目 ○ ○ 

環境基本法 
生活環境項目 × ○ 

排水基準 ○ ○ 水質汚濁防止法 

上乗せ排水基準 × × 排水基準を定める条例 

土壌汚染 

環境基準 ○ ○ 環境基本法 

農用地土壌汚染対策地域 × × 
農用地の土壌の汚染防止に関する

法律 

要措置区域及び 

形質変更時要届出区域 
× × 土壌汚染対策法 

騒 音 
騒音に係る環境基準 × × 環境基本法 

騒音規制地域 × × 騒音規制法、青森県公害防止条例 

振 動 振動規制地域 × × 振動規制法、青森県公害防止条例 

悪 臭 悪臭規制地域 ○ ○ 悪臭防止法、青森県公害防止条例 

その他環境保全計画等 

保護地域 × ○ 青森県自然・地域と再生可能エネ

ルギーとの共生に関する条例 保全区域 ○ ○ 

○：指定地域等がある。×：指定地域等はない。 
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表 3-2(2) 関係法令による指定及び規制状況 

地域・地区等 

法令との関連の有無 

法令等 事業実施 

想定区域 

周辺地域 

半径 2km 内 

自然環境保全に係わるもの 

自然公園等 

国立公園 × × 
自然公園法 

国定公園 × ○ 

県立自然公園 × × 青森県立自然公園条例 

自然環境 

保全地域等 

原生自然環境保全地域 × × 
自然環境保全法 

自然環境保全地域 × × 

県自然環境保全地域 × × 

青森県自然環境保全条例 県開発規制地域 × × 

県緑地保全地域 × × 

世界遺産 
文化遺産、自然遺産、複合遺
産 

× × 
世界の文化遺産及び自然遺産の
保護に関する条約 

鳥獣保護区

等 

鳥獣保護区 × ○ 

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟
の適正化に関する法律 

特定猟具使用禁止区域(銃) × × 

休猟区 × × 

特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地 × × 
特に水鳥の生息地として国際的
に重要な湿地に関する条約 

保全地域 ○ ○ 
青森県ふるさとの森と川と海の
保全及び創造に関する条例 

文化財に係わるもの 

史跡・名勝・天然記念物 
(注：地域を定めず指定は除く) 

× × 文化財保護法 

× ○ 青森県文化財保護条例等 

埋蔵文化財 ○ ○ 文化財保護法 

景観に係わるもの 

大規模行為景観形成基準 ○ ○ 
青森県景観条例 

ふるさと眺望点 × × 

景観計画重点地区 × × 
外ヶ浜町景観条例 

景観計画区域 × ○ 

景観計画重点地区 × × 
つがる市景観条例 

景観計画区域 × × 

国土保全に係わるもの 

保安林 ○ ○ 森林法 

土砂災害警戒区域 × ○ 
土砂災害警戒区域等における土
砂災害防止対策の推進に関する
法律 

砂防指定地 ○ ○ 砂防法 

急傾斜地崩壊危険区域 × ○ 
急傾斜地等の崩壊による 
災害防止に関する法律 

地すべり防止区域 × × 地すべり等防止法 

海岸保全区域 × × 海岸法 

河川保全区域 × × 河川法 

○：指定地域等がある。×：指定地域等はない。 
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第4章 第一種事業に係る計画段階配慮事項に関する調査、予測及び評価の結果 

事業実施想定区域に風力発電機を設置することによる周辺環境に与える影響を検討

した結果、事業計画での配置計画や工事工程等で環境配慮を行うことで、重大な環境影

響は回避、低減されるものと評価された。 

環境要素ごとの環境影響が懸念される内容と、事業計画での環境配慮の概要を表 4-1

に示す。 

表 4-1 環境影響が懸念される内容と環境配慮の概要 

環境要素 環境影響が懸念される内容 環境配慮の概要 評価結果 

騒音 

事業実施想定区域から2.0km以内に住居等が

706戸、環境保全配慮施設が4施設分布してお

り、生活環境に影響を及ぼす可能性がある。 

騒音を低減するため、住居等との

位置関係に留意し、風力発電機の

配置計画等の検討を進める｡ 

重大な環境

影 響 は 回

避、低減さ

れるものと

評価する。 

風車の影 

事業実施想定区域周辺には、1.82km範囲内に住

居等が701戸、環境保全配慮施設が4施設分布し

ており、生活環境に影響を及ぼす可能性があ

る。 

風車の影による影響を低減するた

め、住居等との位置関係に留意し、

風力発電機の配置計画等の検討を

進める｡ 

動 

物 

哺乳類 

重要な種(ヤマコウモリ、ニホンザル、ホンドモ

モンガ、ムササビ、ヤマネ等8種)の生息環境(山

地、森林等）の一部が改変される。 
土地の改変、樹木の伐採、渓流の

改変を必要最小限となるように、

風力発電機の配置計画等の検討を

進める。 

また、重要な哺乳類のうちヤマコ

ウモリ、ヒメヒナコウモリ、コテ

ングコウモリの3種及び重要な鳥

類36種についてはブレード、タワ

ーへの接近・接触等の影響に留意

し、風力発電機の配置計画等の検

討を進める｡ 

両生類 
重要な種(クロサンショウウオ、ツチガエルの 

2種)の生息環境の一部が改変される。 

昆虫類 
重要な種(ウスバカマキリ、ミヤマチャバネセ

セリ等17種)の生息環境の一部が改変される。 

魚類 
重要な種(キタスナヤツメ、ドジョウ等15種)の

生息環境は直接的な改変の可能性はない。 

底生 

動物 

重要な種(カワネジガイ、カワシンジュガイ、

ヤマトシジミ等10種) の生息環境は直接的な

改変の可能性はない。 

鳥類 

重要な種(ヤマドリ、アオバト等36種)の生息環

境の一部が改変される。また、ブレード、タワ

ーへの接近・接触等の影響が生じる可能性があ

る。 

事業実施想定区域内に重要な種(ヒシクイ、マ

ガン等39種)の主な生息環境は存在していない

が、十三湖及びその周辺に飛来(中継地)してい

ることから、ブレード、タワーへの接近・接触

等の影響が生じる可能性がある。 

ブレード、タワーへの接近・接触

等の影響に留意し、風力発電機の

配置計画等の検討を進める｡ 

植物 

既存文献では詳細な生育場所が不明であるが、

重要な種（クロミノコジマエンレイソウ、サル

メンエビネ等18種）の生育環境の一部が改変さ

れる可能性がある。 

土地の改変、樹木の伐採を必要最

小限するように、風力発電機の配

置計画等の検討を進める。 

生態系 
事業実施想定区域の74％を占める重要な自然

環境のまとまりの場が、一部改変される。 

可能な限り重要な自然環境のまと

まりの場の改変を必要最小限とす

るように努め、風力発電機の配置

計画等の検討を進める｡ 

景観 

事業実施想定区域から1.1～3.1kmの距離にあ

る眺望点3箇所で、垂直見込み角度が3度を超

え、景観に影響が生じる可能性がある。 

また4.5～8.3kmの距離にある眺望点9箇所で、

垂直見込み角度が1.5～2.7度となり、天候条件

等によっては景観的に気になる可能性がある。 

可視状況（地形・樹林等による遮

蔽）を踏まえて影響の度合いを把

握し、主要な眺望点との位置関係

に留意しながら、風力発電機の配

置・基数等の検討を進める。あわ

せて、塗装色は灰白色とし、周辺

景観との調和に配慮する。 

人と自然と

の触れ合い

の活動の場 

主要な人と自然との触れ合いの活動の場は事

業実施想定区域内に存在せず、直接的な改変の

可能性はないものと評価する。 

人と自然との触れ合いの活動の場

の利用状況を踏まえ、風力発電機

の配置計画等の検討を進める｡ 

 


